
Ｆ
Ｒ
Ｂ
世
界
経
済
下
振
れ
警
戒

【
ワ
シ
ン
ト
ン
清
水
憲
司
】
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
２７
日
、

追
加
利
上
げ
を
見
送
り
、
政
策
金
利
の
据
え
置
き
を
決
め
た
。
中
国
な
ど
の
景

気
減
速
や
金
融
市
場
の
混
乱
が
、
米
経
済
の
下
振
れ
リ
ス
ク
に
な
ら
な
い
か
警

戒
感
を
示
し

つ
つ
も
、
今
後
の
利
上
げ
ペ
ー
ス
に
は
言
質
を
与
え
ず
、

「様
子

見
」
の
姿
勢
を
取

っ
た
。
次
回
、
３
月
の
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）

で
は
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。
２
月
１０
、
１１
日
に
予
定
さ
れ
る
イ
エ
レ

ン
議
長
の
議
会
証
言
が
注
目
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
２７
日
、
金
融

み
切

っ
た
が
、
今
回
は
こ

政
策
の
方
針
を
決
め
る
Ｆ
　
の
表
現
を
削
除
し
、
下
振

Ｏ
Ｍ
Ｃ
後
に
公
表
し
た
声

れ
リ
ス
ク
が
強
ま
る
恐
れ

明
で
、

「海
外
経
済
や
金

が
あ
る
と
の
認
識
を
に
じ

融
情
勢
を
念
入
り
に
監
視

ま
せ
た
。

す
る
」
と
表
明
し
た
。
昨

　

足
元
の
景
気
に
つ
い
て

年

１２

月

の
前

回
会
合

で

も
、
家
計
消
費
の
ほ
か
、

は
、
景
気
の
先
行
き
に
つ

企
業
に
よ
る
投
資
や
在
庫

い
て
上
振
れ
と
下
振
れ
両

を
積
み
上
げ
る
動
き
が
、

方
の
リ
ス
ク
が

「均
衡
し

弱
ま

っ
て
い
る
と
指
摘
し

て
い
る
」
と
判
断
し
、
９

た
。
た
だ
、
全
体
と
し
て

年
半
ぶ
り
の
利
上
げ
に
踏

は

「経
済
成
長
が
昨
年
終

盤
に
減
速
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
雇
用
情
勢
は
さ

ら
に
改
善
し
た
」
と
し
て
、

回
復
軌
道
を
外
れ
て
い
な

い
と
判
断
。
市
場
の
混
乱

が
収
ま
り
、
米
経
済
に
与

え
る
影
響
が
な
い
と
確
認

で
き
れ
ば
、
追
加
利
上
げ

に
動

く

方

針
を

維

持

し

た
。Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
米
経
済
が
減

速
に
向
か
う
か
ど
う
か
の

判
断
を
保
留
し
、

「様
子

見
の
姿
勢
を
取

っ
た
六
米

金
融
大
手
バ
ン
ク
オ
ブ
ア

メ
リ

カ

・
メ

リ

ル

リ

ン

チ
）
格
好
と
い
え
る
。
中

国
を
起
点
に
し
た
世
界
経

済
の
減
速
が
雇
用
情
勢
を

悪
化
さ
せ
た
り
、
原
油
安

が
物
価
上
昇
率
を
押
し
下

げ
た
り
す
る
な
ど
、
米
経

済
に
負
の
影
響
を
与
え
る

リ
ス
ク
を
見
極
め
る
方
針

だ
。Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
前
回
会
合
の

時
点
で
、
今
年
中
に
４
回

の
追
加
利
上
げ
を
行
う
と

示
峻
し
て
お
り
、
イ
エ
レ

ン
議
長
の
記
者
会
見
が
あ

る
３
月
１５
～
‐６
日
の
次
回

会
合
で
の
利
上
げ
が
有
力

に
な
る
。

た
だ
、
３
月
利
上
げ
の

可
能
性
に
つ
い
て
市
場
で

は
懐
疑
的
な
見
方
が
増
え

て
い
る
。
シ
カ
ゴ

・
マ
ー

カ
ン
タ
イ
ル
取
引
所
に
よ

る
と
、
市
場
は
３
月
利
上

げ
の
確
率
を

「２
割
程
度
」

と
み
て
お
り
、
「市
場
は
３

月
利
上
げ
の
可
能
性
を
既

に
排
除
し
て
い
る
六
米
調

査
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
。
中
国

経
済
の
動
向
と
と
も
に
、

米

利

上

げ

の
不

透

明
感

が
、
引
き
続
き
市
場
の
波

乱
要
因
に
な
り
そ
う
だ
。

FOMC
米国の中央銀行にあた

る米連邦準備制度理事会

(FRB)が、金融政策の
運営方針を決める会合。

日銀の金融政策決定会合

にあたる。年 8回開催さ
れ、3、 6、 9、 12月 の会合

は、FRB議 長の記者会
見が行われる。FRBは
記者会見がない会合で

も、利上げ・禾U下げの判断

を行う構えだが、市場で

は、政策の意図を詳しく

説明できる記者会見のあ

る会合で重要な政策判断

が行われるとみて、特に

重視している。議長を含

むFRB理 事 7人、全米
12地区の連邦準備銀行総

裁のうち 5人で構成され
る。ニューヨーク連銀総

裁は常にメンバーだが、

残り4人の総裁は輪番制
で 1年ごとに交代するた
め、年によつて「禾U上げ

積極派が多い」などの特

徴が出ることがある。
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1 /二  ヽぐ

職
員
は
同
セ
ン
タ
ー
の

一

つ

「六
ケ
所
保
障
措
置
セ

ン
タ
ー
」

（青
森
県
六
ケ

所
村
）
検
査
課
の
４０
代
男

性
主
査
。
六
ケ
所
セ
ン
タ

ー
は
、
青
森
県
内
の
日
本

原
燃

。
使
用
済
み
核
燃
料

再
処
理
工
場
や
ウ
ラ
ン
濃

縮
工
場
、
東
北
電
力
東
通

原
発
な
ど
を
管
轄
。
職
員

は
査
察
に
必
要
な
監
視
カ

メ
ラ
や
測
定
機
器
の
保
守

管
理
を
担
当
し
て
い
た
。

職
員
が
無
断
で
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
の
は
「迅
雷
」

と
い
う
中
国
製
の
フ
ァ
イ

ル
共
有
ソ
フ
ト
。
動
画
の

閲

覧

な

ど

に
使

わ

れ
る

が
、
情
報
漏
え
い
の
危
険

性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
共

有
ソ
フ
ト
は
内
規
で
使
用

を
禁
止
し
て
い
る
が
、
職

員
は
昨
年
４
月
、
別
の
無

料
ソ
フ
ト
と
と
も
に
、
迅

雷
も
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
８

月
２０
日
か
ら
情
報
漏
え
い

　

（リ

対
策
の
た
め
、
民
間
会
社

　

′位

に
委
託
し
て
外
部
と
の
通

　

〔
ｗ

信

を

常

時
監

視

し

て
お

　

宮

り
、
こ
の
会
社
が
不
正
ア

　

．■
、

ク
セ
ス
を
発
見
し
た
。
監

記
者
会
見
で
情
報
流
出
を
説
明
す
る
核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー

の
村
上
憲
治
理
事
長

（中
央
）
＝
東
京
都
港
区
の
原
子
力
規

制
委
員
会
で
２２
日
午
後
２
時
４７
分 し

ま

っ
た
と
い
う
。

調
査
の
結
果
、
不
正
ア

ク
セ
ス
は
昨
年
９
月
に
４３

回
あ
り
、
中
国
の
サ
ー
バ

ー
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
た

記
録
も
見
つ
か

っ
た
。
ど

の
デ
ー
タ
が
流
出
し
た
か

把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

職

員

の

パ

ソ

コ
ン
に
核

物

質

防

護

上

の
機

密

情

報
は
な
か

っ
た
と
み
ら
れ

る
。ま

た
、
同
セ
ン
タ
ー
が

昨
年
７
月
に
購
入
し
た
台

湾
製
の

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

に
も
別
の
フ
ァ
イ
ル
共
有

ソ
フ
ト

「ビ

ッ
ト
ト
レ
ン

卜
」
が
入

っ
て
い
た
。
米

国
な
ど
の
サ
ー
バ
ー
か
ら

昨
年
８
月
に
６
９
８
回
の

不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
た

が
、
デ
ー
タ
流
出
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

視
開
始
以
前
に
も
不
正
ア

ク
セ
ス
が
あ

っ
た
可
能
性

は
あ
る
。

レノボ製パソコンで警告

IΣ及砲僚乙櫓曇穐昆と醒基子を
声が各国で出ていたo

)J糸r (|メ
′
)ヽ

職
員
Ｐ
Ｃ
に
共
有
ソ
フ
ト

原
子
力
施
設

へ
の
核
査
察
な
ど
を
担
う
公
益
財
団

法
人

「核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー
」

（東
京
都
）
は
２２

日
、
職
員
が
昨
年
９
月
、
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
に
フ
ァ

イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
を
無
断
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
こ

と
に
よ

っ
て
中
国
の
サ
ー
バ
ー
か
ら
不
正
ア
ク
セ
ス

を
受
け
、
デ
ー
タ
が
流
出
し
て
い
た
と
発
表
し
た
。

所
管
す
る
原
子
力
規
制
庁

へ
の
報
告
も
し
て
い
な
か

っ
た
。
機
密
情
報
が
漏
え
い
し
た
可
能
性
は
低
い
と

み
ら
れ
る
が
、
情
報
管
理
の
ず
さ
ん
さ
が
間
わ
れ
る
。

【酒
造
唯
、
写
真
も
】

た
」
と
判
断
し
、
報
告
し

な
か

っ
た
と
い
う
。

発
表
に
よ
る
と
、
こ
の

核
物
質
管
理
セ
ン
タ
ー

べ
る
指
定
検
査
機
関
。
職
員
は
約
１
６
０
人
。
原
子

力
施
設
が
保
有
す
る
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
量

を
調
査
し
た
り
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の

査
察
に
同
行
し
て
核
物
質
の
濃
度
や
組
成
を
分
析
し

た
り
す
る
役
目
が
あ
る
。
１
９
７
２
年
に
民
間
の
出

資
で
設
立
さ
れ
、
９９
年
に
指
定
機
関
に
な

っ
た
。
青

森
県
六
ケ
所
村
の
ほ
か
、
原
子
力
施
設
が
集
ま
る
茨

城
県
東
海
村
に
も
事
務
所
が
あ
る
。

規
制
庁
へ
報
告
せ
ず

核
不
拡
散
が
世
界
の
課

題
に
な
る
中
で
の
デ
ー
タ

流
出
に
つ
い
て
、
記
者
会

見
し
た
村
上
憲
治
理
事
長

は

「重
大
な
事
象
で
あ
る

こ
と

は
自

覚

し

て

い
る

が
、
当
時
私
に
は
報
告
が

な
か

っ
た
」
と
述
べ
、
謝

罪
を
拒
否
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
の
内
規
で
は
、
規
制

庁

へ
報
告
す
る
義
務
が
あ

る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は

「核

セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
脅

威

は
確

認

さ

れ

な

か

っ

門讐
平藤帳跡障醐却軽位握が律い被劫饗紛
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